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砂
と
し
て
、
有
価
で
売
り
渡
し
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
有
価
物
に
転
化
す
れ
ば
産
廃

規
定
を
免
れ
る
と
い
う
筋
書
き
の
よ
う
で

あ
る
。 

 

「
産
廃
列
島
」
を
発
行
す
る
篠
田
健
三

氏
の
廃
棄
物
が
消
え
る
日
／
「
循
環
型
社

会
」
の
う
ら
（
１０
）「
だ
ま
し
絵
の
環
境

輸
出
」
に
よ
る
と
、
こ
の
三
島
市
の
事
例

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

『
・
・
・
循
環
型
社
会
法
に
よ
っ
て
廃
掃

法
が
み
ご
と
に
骨
抜
き
に
な
っ
た
と
い
う

小
さ
な
実
例
だ
。
こ
れ
は
法
律
上
の
詭
弁

な
ど
で
は
な
く
て
、
法
律
そ
の
も
の
で
あ

り
、
し
か
も
循
環
型
社
会
法
は
ゴ
ミ
ゼ
ロ

社
会
を
実
現
す
る
未
来
法
だ
と
、
学
者
も

運
動
家
も
こ
ぞ
っ
て
賛
成
し
て
成
立
し

た
。
反
対
し
つ
づ
け
て
い
る
の
は
「
廃
棄

物
列
島
」
だ
け
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。 

全
国
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
同
様
の
実
例

が
雨
後
の
筍
の
よ
う
簇
生
し
、
県
は
ど
こ

の
県
も
、
有
価
物
は
ゴ
ミ
（
無
価
物
＝
廃

棄
物
）
じ
ゃ
な
い
か
ら
廃
掃
法
外
だ
と
言

う
論
理
を
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
い
る
。

循
環
型
社
会
法
が
「
詭
法
」
な
の
だ
。
毒

物
生
産
施
設
（
廃
棄
物
焼
却
場
）
を
発
電

施
設
と
名
を
変
え
て
し
ま
え
ば
、
も
う
綺

麗
な
煙
し
か
出
て
こ
な
い
と
思
い
込
ま
さ

れ
る
。国
民
を
だ
ま
す
の
は
簡
単
だ
、・・・
』

と
。 

 

去
る
七
月
二
日
、
市
議
会
各
派
代
表
者

会
議
が
緊
急
に
招
集
さ
れ
、
昨
年
九
月

末
、
グ
ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ズ
ゴ
ル
フ
場
の
産

廃
不
法
投
棄
に
つ
い
て
の
告
発
状
が
不

起
訴
に
な
っ
た
と
の
報
告
が
市
当
局
よ

り
あ
っ
た
。
告
発
に
つ
い
て
は
何
の
報
告

も
無
い
ま
ま
、
不
起
訴
に
つ
い
て
は
報
告

す
る
と
い
う
の
も
市
当
局
の
姿
勢
に
釈

然
と
し
な
い
も
の
を
感
ず
る
が
、
こ
れ
と

は
別
に
、
新
た
な
告
発
状
が
、
六
月
二
二

日
、
今
度
は
東
京
地
検
宛
に
提
出
さ
れ

た
。 告

発
主
は
三
島
市
在
住
の
ゴ
ル
フ
会

員
権
を
所
持
す
る
会
社
社
長
。
告
発
状
に

よ
る
と
、
不
法
投
棄
の
発
端
は
、
被
告
発

人
の
経
営
す
る
ク
リ
ス
タ
ル
ク
レ
イ
株

式
会
社
益
子
工
場
敷
地
に
、
平
成
十
七
年

四
月
頃
、
ガ
ラ
ス
瓶
約
一
万
立
方
ｍ
が
山

積
に
さ
れ
て
い
た
も
の
や
、
同
社
の
つ
く

ば
工
場
に
は
、
益
子
工
場
の
ガ
ラ
ス
の
微

粉
末
を
粘
土
と
混
ぜ
焼
成
失
敗
し
た
廃

棄
物
、
約
四
千
立
方
ｍ
以
上
が
滞
貨
し
て

あ
っ
た
。
そ
れ
ら
が
平
成
十
八
年
三
月
頃

ま
で
に
、
グ
ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ズ
ゴ
ル
フ
場

内
に
埋
め
捨
て
ら
れ
た
と
い
う
も
の
。 

ま
た
、
ク
リ
ス
タ
ル
ク
レ
イ
、
間
に
入

っ
た
Ｉ
Ｗ
Ｄ
（
産
廃
処
理
業
者
）、
ゴ
ル

フ
場
所
有
者
の
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
、
そ
の
代
表
取 
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の
結
果
が
出
て
い
た
。 

 

憲
法
改
正
、
ま
た
は
九
条
改
正
に
つ
い

て
の
国
民
意
識
は
、
九
〇
年
代
半
ば
以
降

増
加
の
傾
向
が
続
い
て
い
た
が
、
こ
こ

二
、
三
年
、
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

そ
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
謳
い
文
句
に
、
大

量
破
壊
兵
器
の
で
っ
ち
上
げ
で
、
イ
ラ
ク 

へ
の
侵
略
戦
争
に
踏
み
切
り
、
泥
沼
に
足 

    

を
踏
み
入
れ
た
ア
メ
リ
カ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
の
醜
い
実
態
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
よ

る
イ
ラ
ク
戦
争
の
結
果
、
イ
ラ
ク
国
民
は

地
獄
の
よ
う
な
状
態
に
突
き
落
と
さ
れ
、

修
復
不
可
能
な
宗
派
対
立
ま
で
引
き
起

こ
し
て
し
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
武
力
に

よ
る
制
圧
を
目
指
し
た
が
、
誰
が
見
て

も
、
決
し
て
「
武
力
で
は
平
和
は
つ
く
れ

な
い
」
と
い
う
実
感
が
広
が
っ
て
い
る
。 

日
本
の
自
公
政
権
は
そ
の
ア
メ
リ
カ
・ 

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
突
き
従
い
、「
人
道
支

援
」
の
名
目
で
、
実
際
は
米
軍
の
兵
站
支

援
活
動
の
た
め
に
自
衛
隊
を
イ
ラ
ク
に

派
兵
し
て
い
る
。
し
か
も
、
憲
法
九
条
が

改
悪
さ
れ
、
集
団
的
自
衛
権
が
公
然
と
行

使
さ
れ
れ
ば
、
も
早
、
建
前
も
名
目
も
無

く
、
戦
争
へ
の
泥
沼
に
足
を
踏
み
入
れ
る

こ
と
は
明
ら
か
だ
。 

 

今
、
こ
こ
に
来
て
「
憲
法
九
条
は
変
え 

る
べ
き
で
は
な
い
」
と
の
世 

論
の
意
見
は
増
え
て
は
い

る
が
、
そ
れ
は
ま
だ
声
な
き 

声
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
参
院

選
挙
の
結
果
、
従
来
の
「
護
憲
」
政
党
の

議
席
は
減
っ
た
。
自
民
党
は
大
敗
し
た
も

の
の
、
二
大
政
党
化
に
拍
車
が
か
か
る
か

の
よ
う
に
、
民
主
党
が
独
り
勝
ち
し
、
大

量
得
票
し
た
。
し
か
し
、
民
主
党
の
中
、

と
り
わ
け
若
手
の
中
に
は
元
党
首
の
前

原
氏
の
よ
う
に
自
民
党
以
上
に
積
極
的

な
改
憲
論
者
の
い
る
こ
と
は
、
今
後
の
成

り
行
き
に
よ
っ
て
は
大
い
に
注
意
を
要

す
る
と
こ
ろ
だ
う
。 

〈 

編
集
人 

〉 

新
潟
県
中
越
沖
地
震

に
よ
る
柏
崎
刈
羽
原
発

事
故
は
、
想
定
外
の
出

来
事
続
き
で
原
発
の
重

大
な
問
題
を
露
呈
し

た
。
本
来
完
璧
な
安
全

性
が
求
め
ら
れ
て
い
た

は
ず
だ
が
、
そ
の
安
全

性
は
、
や
は
り
単
な
る

「
安
全
神
話
」
に
過
ぎ

ず
、
原
発
の
安
全
性
は

あ
や
ふ
や
な
も
の
で
し

か
な
い
こ
と
が
ハ
ッ
キ

リ
し
た
。 

原
発
立
地
の
地
域
住

民
に
と
っ
て
、
ま
た
、

よ
り
広
範
な
住
民
に
と

っ
て
、
一
旦
、
重
大
事

故
が
起
こ
れ
ば
取
り
返

し
の
出
来
な
い
こ
と
に

な
り
か
ね
ず
、
そ
の
事

故
が
何
時
起
こ
る
と
も

知
れ
ず
、
浜
岡
原
発
周

辺
住
民
に
も
不
安
が
拡

大
す
る
一
方
で
あ
る
。 

想
定
を
超
え
る
大
地
震 

七
月
十
六
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中

越
沖
地
震
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
八
、

に
よ
る
影
響
で
柏
崎
刈
羽
原
発
の
う
ち
、

運
転
中
の
三
・
四
・
七
号
炉
と
調
整
運
転

中
の
二
号
炉
の
原
子
炉
が
自
動
停
止
し

た
。
こ
の
地
震
に
よ
る
地
上
部
の
最
大
加

速
度
振
幅
は
八
一
二
・
七
ガ
ル
と
な
っ
て

い
る
。
東
京
電
力
は
設
計
時
の
値
四
五
〇

ガ
ル
を
超
え
る
六
八
〇
ガ
ル
を
観
測
し

た
と
発
表
し
た
。
ま
た
、
気
象
庁
の
発
表

に
よ
る
と
柏
崎
市
西
山
町
池
浦
で
最
大

加
速
度
一
〇
一
八
・
九
ガ
ル
を
観
測
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。 

火
災
発
生
、
冷
却
水
漏
れ 

幸
運
に
も
原
発
は
自
動
停
止
し
た
が
、

三
号
炉
で
は
外
部
電
源
を
取
り
込
む
変

圧
器
で
火
災
が
起
き
た
。
原
因
に
つ
い
て

詳
細
な
発
表
は
な
い
。
鎮
火
ま
で
に
二
時

間
近
く
も
か
か
っ
た
の
は
、
油
火
災
へ
の

備
え
が
な
か
っ
た
た
め
。
こ
れ
は
原
発
設

置
に
つ
い
て
深
刻
な
不
備
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
変
圧
器
が
機
能
し
な
け
れ

ば
、
外
部
電
源
喪
失
事
故
と
い
う
、
特
に

沸
騰
水
型
原
発
で
は
恐
れ
ら
れ
て
い
る

 
 

浜
岡
原
発
は
大
丈
夫
か
？ 

東
海
地
震
は
マ
グ
ネ
チ
ュ
ー
ド
八
ク
ラ

ス
、
中
越
沖
地
震
の
六
〇
倍
も
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
震
に
見
舞
わ
れ
、
一
〇
〇
〇
ガ

ル
を
超
え
る
加
速
度
の
揺
れ
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
柏
崎
刈
羽
原
発
で
は
、

炉
芯
の
蓋
を
持
ち
上
げ
る
ク
レ
ー
ン
が
破

損
し
て
動
か
な
く
な
っ
た
。
も
っ
と
激
し

い
揺
れ
で
、
何
百
ト
ン
も
あ
る
ク
レ
ー
ン

が
炉
心
内
に
脱
落
す
れ
ば
、
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
大
事
故
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ

る
。
大
き
な
地
震
が
来
る
前
に
、「
浜
岡
を

は
じ
め
と
す
る
日
本
の
全
原
発
を
停
止
す

べ
き
だ
」
と
の
声
が
、
原
発
震
災
を
懸
念

す
る
市
民
団
体
か
ら
上
が
っ
て
い
る
。 

大
地
震
に
よ
っ
て
浜
岡
原
発
や
北
陸
の

原
発
が
大
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
関
東
、
京

阪
神
、
中
京
圏
に
取
り
返
し
出
来
な
い
大

規
模
な
放
射
能
被
害
が
想
定
さ
れ
る
。 

 

 
 
 
 
 
 

戦
後
六
二
年
目
を
迎
え
る 

 
 
 
 
 

憲
法
記
念
日
を
前
に
し
て
、 

五
月
二
日
の
朝
日
新
聞
世
論

調
査
で
は
『
憲
法
第
九
条
が
日
本
の
平
和

に
「
役
立
っ
て
き
た
」
と
評
価
す
る
人
が

七
八
％
を
占
め
た
。
憲
法
改
正
が
「
必
要
」

と
思
う
人
は
五
八
％
に
の
ぼ
る
が
、
改
正

が 

必
要
な
理
由
を
聞
く
と「
新
し
い
権
利

や
制
度
を
盛
り
込
む
」
が
八
割
に
達
す
る
。

自
衛
隊
を
「
自
衛
軍
に
変
え
る 

べ
き
だ
」
は
一
八
％
に
と
ど
ま 

り
、
自
民
党
が
め
ざ
し
て
い
る 

憲
法
九
条
改
憲
の
方
向
と
民
意 

と
の
開
き
が
目
に
つ
く
。
安
倍
政
権
の
も

と
で
の 

憲
法
改
正
に「
賛
成
」は
四
〇
％
、

「
反
対
」
は
四
二
％
で
二
分
さ
れ
た
』
と

あ
る
。 

 

ま
た
、
四
月
六
日
の
読
売
新
聞
世
論
調

査
で
は
、
憲
法
九
条
に
つ
い
て
「
戦
争
を

放
棄
す
る
こ
と
」
を
定
め
た
第
一
項
を
変

え
る
べ
き
で
は
な
い
は
八
〇
％
。「
戦
力
を

持
た
な
い
こ
と
」
を
定
め
た
第
二
項
に
つ

い
て
、
変
え
る
必
要
は
な
い
が
五
四
％
と 

 

主
張 

世
論
の
大
勢
は
「
９
条
改
悪
反
対
」 

直下地震による 
柏崎刈羽原発事故 

――― 浜岡原発は大丈夫か？――― 

浜岡原子力発電所 

グ
ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ズ
ゴ
ル
フ
場
不
法
投
棄 

新
た
な
告
発
状 

 
 
 
 
 

東
京
地
検
へ 

東
部
三
市
三
町
合
併 

問
題
に
つ
い
て
Ⅱ 

合
併
に
は
幾
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
別
に
住
民
一

人
当
り
の
借
金
（
損
得
）
計
算
し
た
（
平

成
十
七
年
度
）。 

沼
津
市
が
高
架
化
事
業
し
な
い
場
合 

 

市
債
総
額 

 
 
 

一
三
一
二
億
円 

市
民
一
人
当
り
借
金  

六
一
万
円 

考
察
一 

高
架
化
事
業
を
中
止
し
て
近

隣
市
町
と
合
併
し
た
場
合
の
合
併
後
の
新

市
住
民
一
人
当
り
の
借
金
（
損
得
）
は
次

の
通
り
で
あ
る
。 

 

仮
に
三
島
、
沼
津
、
裾
野
市
、
長
泉
、

清
水
、
函
南
町
が
合
併
す
る
と 

市
債
総
額
は 

 
   

二
一
六
七
億
円 

人
口 

 
 

   

四
九
二
、
八
〇
五
人 

一
人
当
り
借
金 

 
    

四
四
万
円 

沼
津
市
民
は 

 
 

   

一
七
万
円
得 

 

清
水
町
民
は 

 
       

三
万
円
得 

長
泉
町
民
は 

       

二
四
万
円
損 

 

三
島
市
民
は         

一
三
万
円
損 

函
南
町
民
は 

       

十
六
万
円
損 

裾
野
市
民
は 

       

一
三
万
円
損 

 
 

  

― 

川
原
ケ
谷 

 

大
沼 

― 

締
役
は
い
ず
れ
も
同
一
人
物
で
あ
る
。 

 

埋
め
ら
れ
た
物
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

屑
、
石
膏
・
タ
イ
ル
屑
や
土
壌
改
良
材
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
す
る
以
前
の
も

の
で
、
管
理
型
埋
立
処
分
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。 

 

茨
城
県
産
業
廃
棄
物
対
策
課
に
よ
る

と
、
両
工
場
に
あ
っ
た
滞
貨
物
は
、
特
定

有
害
産
業
廃
棄
物
と
目
さ
れ
る
鉛
、
六
価

ク
ロ
ム
、
ヒ
素
が
溶
出
す
る
恐
れ
の
あ
る

粉
砕
ガ
ラ
ス
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
こ
れ
ま
で
再
三
に
わ
た
っ
て
適
正
処

理
を
す
る
よ
う
行
政
指
導
し
て
い
た
と

の
こ
と
。 

 

平
成
十
六
年
一
〇
月
、
ク
リ
ス
タ
ル
ク

レ
イ
は
、
同
工
場
を
閉
鎖
し
た
こ
と
か

ら
、
茨
城
県
産
業
廃
棄
物
対
策
課
か
ら
違

法
滞
積
を
理
由
に
、
再
三
、
適
正
な
撤
去

処
分
を
求
め
ら
れ
な
が
ら
、
ガ
ラ
ス
等
粉

砕
廃
棄
品
の
汚
泥
約
四
〇
〇
〇
ト
ン
を

長
期
間
放
置
し
た
。
こ
れ
等
の
大
部
分

は
、
再
生
使
用
目
的
で
益
子
市
な
ど
か
ら

ト
ン
当
た
り
一
万
円
の
再
生
処
理
費
用

を
貰
い
受
け
な
が
ら
、
粉
末
に
し
た
だ
け

で
放
置
し
た
。 

 

そ
の
後
こ
れ
等
を
、
グ
ラ
ン
フ
ィ
ー
ル

ズ
ゴ
ル
フ
場
が
大
規
模
な
コ
ー
ス
改
良

工
事
を
行
う
こ
と
に
利
用
し
、
埋
設
用
土 

事
故
で
、
原
発
の
暴
走
事
故
に
も
つ
な
が

る
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
も
、
一
・
二
号
炉

で
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
の
水
が
建
屋

に
あ
ふ
れ
出
し
、
壁
の
亀
裂
を
伝
っ
て
三

ト
ン
以
上
も
の
放
射
能
汚
染
水
が
外
部

に
漏
れ
だ
し
た
こ
と
も
重
大
で
あ
る
。 

断
層
は
過
小
評
価 

国
土
地
理
院
は
、
中
越
沖
地
震
の
断
層

が
当
初
の
予
想
よ
り
も
柏
崎
刈
羽
原
発

の
近
く
ま
で
延
び
て
い
た
と
す
る
解
析

結
果
を
発
表
し
た
。
原
発
建
設
前
の
活
断

層
調
査
が
妥
当
だ
っ
た
の
か
が
、
今
、
問

題
に
な
っ
て
き
た
。
日
本
の
原
子
力
発
電

所
は
地
震
の
想
定
が
甘
く
見
積
も
ら
れ
て

お
り
、
今
回
の
揺
れ
は
耐
震
設
計
の
二
・

五
倍
で
、
観
測
値
全
て
で
、
設
計
値
を
大

幅
に
上
回
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
柏

崎
刈
羽
原
発
の
耐
震
安
全
性
が
破
綻
し
た

こ
と
を
如
実
に
示
し
た
こ
と
に
も
な
る
。 

 


